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	応用
	抗原情報
	背景
	ヘキソキナーゼは、Mg-ATPをリン酸化供与体として利用し、細胞内グルコース代謝の最初のステップであるグルコースのグルコース-6-リン酸への変換を触媒します。ヘキソキナーゼには、ヘキソキナーゼI（HXK I）、ヘキソキナーゼII（HXK II）、ヘキソキナーゼIII（HXK III）、ヘキソキナーゼIV（HXK IV、グルコキナーゼまたはGCKとも呼ばれる）の4つのアイソザイムが同定されています。ヘキソキナーゼI～IIIはそれぞれ、疎水性アミノ酸のN末端クラスターを含みます。グルコキナーゼには、N末端疎水性クラスターがありません。疎水性クラスターは膜結合に必要であると考えられています。これは、グルコキナーゼが他のヘキソキナーゼよりもグルコースに対する親和性が低いという知見によって実証されています。HK Iは、脳、腎臓、心臓組織、および肝癌細胞株で発現することが確認されています。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	Jurkat (1)、Hela (2)、HepG2 (3)、NIH/3T3 (4) 細胞溶解物に対するHK1マウスmAbを使用したウエスタンブロット分析。
	

	HK1マウスmAb（緑）を用いたNIH/3T3細胞の免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA色素。赤：Alexa Fluor-555ファロイジンで標識されたアクチンフィラメント。
	

	HK1 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (紫) を使用した K562 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	HK1 マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト腎臓組織の免疫組織化学分析。

